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第165回 学校体育研究同志会全国研究大会（冬大会）要項 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆主催：学校体育研究同志会 

〒160-0023  東京都新宿区西新宿8-2-34新宿マンション502 

☆期日：2022年12月27日（火）・28日（水） 

27日午前中は「パワーアップ講座」開催 

☆会場：神戸女子大学ポートアイランドキャンパス『ポートライナー みなとじま駅』 

☆開催方式：対面とオンラインの併用〈ハイブリッド型〉 

☆参加費：全日程参加  3,000円 １コマ1,000円 (学生半額) 

     ※パワーアップ講座は、別途500円 （学生200円） 

 ☆参加申し込み：学校体育研究同志会HPよりPeatixで申し込む。 

 ★締め切り：12月21日（水）【コンビニ支払いは、20日締め切り】厳守 

【日程】※太線が１コマです 

 

※PS…ポスターセッション     ◆KP…教材プレゼンテーション 

【全体講座】メインテーマ「ともに生きる」授業と私たちの教育課程づくり 

森 敏生氏（武蔵野美術大学） 「ともに生きる」授業・実践の具体像とその意義 
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「ともに生きる」授業の創造と私たちの教育課程づくり 
全国研究局では，「教材別・領域別」分科会にシフトした武蔵野大会と併せて，教育課程づくりにシフトさせた冬

大会を構想してきました。「教材別・領域別」分科会を「たて」の糸とすれば，教育課程づくりは「よこ」の糸にな

ります。今大会は，2000年はじめに取り組んだ同志会の教育課程試案の見直しも含めて，新たな教育課程づくりの

第一歩目の大会となります。 

また，2023年夏の愛知・みはま大会のメインテーマは「ともに生きる」です。今大会は，この「ともに生きる」

授業とは何かを柱に，それを教育課程としてどう編み込んでいくかを問う大会とします。全体講座では，森氏に「と

もに生きる」授業・実践の具体像とその意義について，大宮氏には自身が取り組んできた教育課程づくり，特に子ど

もと向き合って創ろうとしてきた教育課程探求の軌跡について語っていただきます。 

 

 

「ともに生きる」授業・実践というのはかなり抽象的に捉えられ

がちです。しかも「これこそともに生きる授業だ」と定式化するこ

とも危険です。そこでこれまで取り組まれた同志会の実践を，「と

もに生きる」という視点で解説していただくとともに，体育実践と

しては外せない運動文化の役割・位置づけについて語っていただ

きます。 

ハイブリッド型での

開催です！ 
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大宮 とも子氏（日本福祉大学） 「子どもと向き合う教育課程づくり」探求記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講座＆分科会】 

日 No 講座名または分科会名 講師 内       容 

27

日 

A 若手教師の実践講座① 
中村和貴（滋賀） 

沼倉 学（宮城） 

花笠音頭に取り組んで 

-私の教材研究と教材づくり- 

B 若手教師の実践講座② 西田 佳（東京） 子ども理解と授業づくり 

C 教育課程講座 
丸山真司（愛知） 

久我アレキサンデル（愛知） 
重点教材を活かした教育課程とは 

28

日 

D 発達課題分科会 幼児と運動あそび分科会 
子どものからだ問題，育ちそびれの問題に

ついて考えます。 

E 生活課題分科会 
滋賀・宮城 

若手教師 

子ども理解について，若手教師たちがオム

ニバス方式で報告します。 

F 小学校分科会 

小学校分科会 

基調報告・大貫耕一（東京） 

実践報告・楠橋佐利（大阪） 

小学校６年間を見通した教育課程について，

これまでの成果と課題，現時点での構想につ

いて共有します。 

G 中学校・高校分科会 

中学校分科会 

基調報告・黒川哲也（福岡） 

実践提案・持ち寄り 

中学校３年間を見通した教育課程について，

これまでの成果と課題，現時点での構想につ

いて共有します。 

 

【パワーアップ講座】江島隆二氏（宮城支部） 

恒例になったパワーアップ講座。昨年は参加者70人と好評でした。今 

年は，宮城支部の江島隆二先生に「タグラグビー」の実践について，報告 

していただきます。「フラッグフットボールとの大きな違いは何か」「子ど 

もにオフサイドの意味をどう教えるか」など，私たちが抱えてきた疑問に 

わかりやすく答えていただきます。江島先生の実践については，たのしい 

体育・スポーツ2022年秋号で報告されていますが，今回はより詳しい 

内容について報告していただきます。 

尚，来年５月に予定している「同志会春の学校」（中間集会改め）でも 

江島先生に実技教室を開催していただく予定です。今回の講座と合わせて， 

ご参加ください。 

長年，障害児体育・教育に携わってきた大宮氏に，こ

れまで取り組んできた教育課程づくりについて解説して

いただきます。特に，多様な課題を抱えた子どもたちの

理解を出発点に，「発達」という視点を軸に，子どもの学

びの事実に即した教育課程を創ってきました。「走りなが

ら考え，考えながら走る」スタイルで構築してきた軌跡

について語っていただきます。 
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【現地対面企画】 

Ⅰ．教材・教具プレゼンテーション（◆KS） 

会員が開発した器械運動・陸上運動・球技・体つくり運動などの， 

様々な教材・教具を紹介します。教材の作り方・使い方や，実際に   

発行されている「体育通信」の紹介コーナーも設けます。 

 

Ⅱ．ポスターセッション（※PS） 

武蔵野大会の報告の中からピックアップし，一枚のポスターをもと 

に実践の概要について報告します。実践者との質疑応答の時間も設 

けます。 

「神戸女子大ポートアイランドキャンパス」へのアクセス  

（「神戸女子大ポートアイランドキャンパス」で検索してください） 

新幹線 新神戸駅（三宮駅まで地下鉄でひと駅約２分。三宮からポートライナ- 

『みなとじま駅』約10分+  下車後徒歩5分） 

飛行機 神戸空港(ポートライナー『みなとじま駅』約10分+ 下車後徒歩5分） 

近くのビジネスホテル 

・東横イン神戸三宮２・サンサイドホテル神戸三宮・東急ＲＥＩホテル・ホテルフォンテーヌ

神戸三宮・神戸三宮ユニオンホテル・ホテル1―2－3神戸・神戸花ホテル・東横イン神戸三

１・神戸三宮Ｒ２ホステルゲストハウス・ホテルサンルートサプラ神戸 ・ダイヤロイネット

ホテル神戸三宮 【ネット等でお調べください】 

★他にも安価なカプセルホテル等もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校体育研究同志会HP】               【申し込みサイト】 

 

 

 

★学校体育同志会ＨＰよりお申込みください。ピーテックスサイトからの申し込みになります。 

★オンライン参加者には、リンク先を申し込み時にご記入いただいたメールアドレスに配信いたします。 

★新型コロナウイルス感染対策を行います。発熱、のどの痛み等のある方、濃厚接触者の方は、対面での

参加をご遠慮ください。 

★開催方法に変更がある場合は、HP等で速やかに連絡します。 

問い合わせ：事務局  児玉 望   mail :  k.nozomu@jcom.home.ne.jp 

 

☆申し込みは12月21日まで 

駐車場 

大学内は、駐車できませ

ん。近くのコインパーキン

グをご利用ください。【複

数あり】 

昼食について 

各自でご用意ください。駅近

くにコンビニもありますが、

三ノ宮等で準備されること

をお勧めします。 

mailto:k.nozomu@jcom.home.ne.jp

